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＜本書の構成について＞ 

Arcserve D2D r16.5 for Windows による RDX へのバックアップについての資料を、以下の 3 部構成で用意しています。本書

は「① 導入手順書」です。その他の手順については別資料を参照してください。 

 

① 導入手順書 

RDX のセットアップから、Arcserve D2D のインストール、パッチの適用方法などを画面付きで示しています。 

② 設定・操作手順書 

RDX カートリッジを 2 本使用し、1 週間交代で運用させる手順の例とリストア方法を示しています。 

③ ベアメタル復旧手順書 

RDX カートリッジへ保存したデータを利用した、ベアメタル復旧方法についての手順を示しています。 
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1. はじめに 

Arcserve D2D for Windows(以降 D2D と表記)は、ディスク ベースのバックアップ製品であり、ビジネス上の重要な情報を

保護および復旧する際に、高速で簡単に使用できる、信頼性の高い方法を提供するように設計されています。 

本書では、D2D と外付けデータ ストレージ「RDX」と組み合わせ、安全で確実なデータ保護を実現するための、手順を解

説します。本書を最後まで読み進めることで、RDX を利用した D2D によるイメージ バックアップ運用を開始できるようにな

ります。 

本書は、Arcserve D2D for Windows(以降 D2D と表記)のバックアップ先に RDX を利用する際の導入手順を示しています。  

2. RDXのセットアップ 

最初に RDX をセットアップします。RDX カートリッジは出荷時に既に NTFS フォーマットされているため、OS から自動的に認

識されます。RDX をサーバに接続し、D2D からバックアップ先として指定するドライブ文字を確認します。 

① RDX外付ドライブに電源を接続し、付属の USB ケーブルも接続します。 

② RDX前面のパイロット ランプが点灯していることを確認し、サーバの USBポートに RDX外付ドライブを接続しま

す。 

③ データカートリッジを挿入します。 

④ ドライブ文字の確認のため、[管理ツール]より、[ディスクの管理]を起動します。 

⑤ RDX カートリッジが認識され、空いているドライブ文字が自動的に割り当てられていることを確認します。 

 

ドライブ文字を変更する場合[ディスクの管理]画面から、認識された RDX のボリュームを選択し、右クリックメニュー

の[ドライブ文字とパスの変更]をクリックします。 

 

[変更]ボタンをクリックし、バックアップ先として利用するドライブ文字を、リストボックスより選択し[OK]をクリックしま

す。下図の例では、既に F ドライブに割り当てられています。※既に割り当て済のドライブ文字を指定することはで

きません。使用したいドライブ文字が既に使用中の場合には、先に使用したいドライブ文字を使用しているボリュー

ム側でドライブ文字を解放してください。 

  



 

3. RDX Utilityのセットアップ 

アクセス中の誤ったカートリッジの取り出しを防ぐため、RDX Utility をインストールします。RDX Utilityのインストールは RDX

セットアップ前、セットアップ後のどちらでも構いません。RDX Utility を導入後は、サーバの再起動が必要です。 

RDX Utilityは製品添付の他に、タンベルグ データ社の Webサイトからも入手可能です。 

TANDBERG DATA - RDX QuickStor - DOWNLOADS 

http://www.tandbergdata.com/jp/index.cfm/products/removable-disk/rdx-quikstor/ 

※ rdx_utility.zip をダウンロード 

<RDX Utility のインストール手順> 

① 準備した rdx_utility.zip を展開します。 

② 展開したフォルダ内に作成される[InstallRDX.exe]を実行します。 

 

③ 確認画面が表示されるので[はい]をクリックします。 

④ インストール ウィザードが表示されるので[Next]をクリックします。 

 

 

  

http://www.tandbergdata.com/jp/index.cfm/products/removable-disk/rdx-quikstor/


 

⑤ 顧客情報を入力する画面が表示されるので、ユーザー名/組織を入力して[Next]をクリックします。 

 
 

⑥ インストール先フォルダの選択画面が表示されます。必要に応じて変更し[Next]をクリックします 

 

 

  



 

⑦ インストール設定の確認画面が表示されるので、[Install]クリックします。 

 

 

⑧ インストールの完了画面が表示されるので、[Finish]をクリックします。 

 

 

  



 

⑨ 再起動確認画面で、[Yes]をクリックしてサーバを再起動します。すぐにサーバの再起動が出来ない場合は、

[No]をクリックして別途サーバの再起動を実施して下さい。 

 

⑩ RDX を接続していない場合は、サーバに RDX を接続して、「1.RDX のセットアップ」を参照し、ディスク管理か

らドライブ文字を明示的に指定します。 

⑪ サーバ再起動後、スタートメニューから[RDX]→[RDX Utility]を選択します。 

⑫ RDX カートリッジが入っていない場合は挿入します。 

⑬ RDX Utility上で、RDXおよびカートリッジが正常に認識されていることを確認します。 

 

※ 正常な場合は、Device Status および Cartridge Status は[Good]と表示されます 

  



 

⑭ 表示されている RDX の行をダブル クリックすると、さらに詳細が確認出来ます。[Exit]をクリックして詳細画

面を閉じます 

 

⑮ [File]メニューより[Exit]を選択して RDX Utility を終了します。 

  



 

4. D2D インストール前の確認 

D2D をインストールする前に、以下の点を確認しておきます。 

A) インストール/バックアップに使用するアカウント 

D2D をインストールする際に、ユーザーアカウント制御（UAC）を事前に変更する必要はありません。ユーザー権限等

を個別のポリシーで作成して使用する場合には、以下で説明する権限の有無を確認してください。 

D2Dのインストールではドライバ ソフトウェアをインストールするため Administrator/Backup Operator 権限を持つア

カウントでログインし、インストールを行ってください。Administrator以外のアカウントを使用する場合には、以下の権限

を持つアカウントでログインされていることを確認してください。D2D では、ドライバのインストール時に update.exe を使

用します。インストール時に必要な権限の詳細については日本マイクロソフト社のナレッジ情報を参照してください。 

http://support.microsoft.com/kb/888791/ja 

 インストール時に必要なユーザー権限 
① セキュリティ グループに追加 

• Administrators (Local) 

• Domain Admins ※ドメイン ユーザー指定時 

• Backup Operators  

② ユーザー権利の割り当て 

個別にユーザー権利を割り当てる必要がある場合は、ローカル セキュリティ ポリシーの[ユーザー権利の割り当

て]より、権利の割り当てを行ってください。上記セキュリティ グループに属するユーザーである場合には、必要

な権利は割り当て済です。 

 

必要な権利 

• ファイルとディレクトリのバックアップ  

• ファイルとディレクトリの復元  

• 監査とセキュリティ ログの管理  

• ファイルとその他のオブジェクトの所有権の取得  

• システムのシャットダウン  

• プログラムのデバッグ 

インストール中に指定した管理者パスワードを後から変更した場合、変更直後でも D2D の GUI に新しいパスワードでロ

グインすることができます。D2D にログイン後、バックアップ設定の管理者パスワードを変更し設定を保存してください。 

http://support.microsoft.com/kb/888791/ja


 

B) リブートの考慮 

D2D ではインストール完了後、インストールしたデバイス ドライバを有効にするため、システムの再起動が必要になり

ます。インストール作業はシステムの再起動が可能であることを事前に確認した上で行ってください。 

C) バックアップ先の確認 

D2Dのインストール完了後、バックアップ先の設定が必要となります。事前に RDX を「1.RDXのセットアップ」の要領

でシステムに接続し、バックアップ先となる RDXのドライブレターを確認しておきます。 

D) スケジュール時間 

本書の運用では 1日 1回のバックアップを取得します。サーバの稼働状況やクライアントの利用状況を考慮し、バッ

クアップのスケジュール時刻を事前に決定しておきます。 

E) ベアメタル復旧に必要なドライバの確認 

障害発生時に復旧に失敗することがないよう、事前に復旧作業手順を確認しておくことをお勧めします。 

※詳しい復旧手順については別冊の「③ベアメタル復旧手順書」を参照してください。 

ベアメタル復旧作業中に復旧先のディスクを認識するために必要なドライバを、事前に確認しておくことでスムーズな

復旧作業が可能となります。D2D では、製品未導入の状態であっても、サーバに変更を加えることなく復旧先ディス

クの認識状況を確認することができます。復旧メディアに含まれる標準ドライバで認識できない場合には、必要なデ

バイス ドライバを事前に準備しておきます。 

① 保護対象のサーバを、復旧用メディアから起動します。 

② 起動直後、“Press Any key ….”のメッセージ”が表示されたところで、キーボードより何かキーを押し、ベアメ

タル復旧ウィザードを開始します。 

③ ベアメタル復旧ウィザードの開始画面が表示されたところで、[参照]をクリックし、復旧先ディスクへのアクセ

スを確認します。 
  



 

5. D2Dのインストール 

D2D を以下の手順でインストールします。 

 

(1) セットアップの起動 

Arcserve D2D をインストールするコンピュータに、Administrator または Administrators グループのユーザーでログオ

ンします。「CA ARCserve D2D r16.5」 インストール メディアをセットし、ドライブのルートフォルダからセットアップ ファイル 

[Setup.exe] を実行します。実行するとインストールに必要なファイルが解凍され、セットアップ ウィザードが開始されま

す。 

 

(2) 前提条件コンポーネントのインストール 

Arcserve D2D インストールの前提条件となる「Windows Installer 3.1 Redistributable (v2)」、「Microsoft Visual C++ 

2005 SP1 Redistributable Package」が未導入の場合には、「前提条件コンポーネント」として表示されます。 

x64 環境へのインストールでは、x86 用/x64 用にそれぞれ「Microsoft Visual C++ 2005 SP1 Redistributable Package」

がインストールされます。ステータスに「保留中」と表示されたコンポーネントを導入するには、[インストール]をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 
  



 

(3) 言語の指定 

[日本語]が選択されていることを確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

(4) 使用許諾契約 

使用許諾契約を最後まで読み、同意する場合は[使用許諾契約に同意する]を選択し[次へ]をクリックします。 

※ 使用許諾契約を最後まで読み進めると選択が可能となります。 

 

 
  



 

(5) 環境設定 

バックアップに使用する[Windows 管理者の名前]を確認し、「パスワード」を入力します。また Windows ファイア ウォ

ールに登録するポート番号を確認します。デフォルトで設定されるポート番号は「8014」です。ここで登録したポート番

号を使用し、リモートの管理用 PC からブラウザを利用して D2D の操作を行うことができます。設定を確認した後[イン

ストール]をクリックします。 

 

 

(6) インストール レポート 

レポート内容を確認し、[完了]をクリックします。 

 



 

(7) システムの再起動 

画面の指示に従い、[はい]をクリックし再起動を行います。 

 

 

(8) ライセンス登録画面の起動 

再起動完了後サーバにログインし、管理者権限のあるユーザーで再度ログインします。タスク トレイ上の D2D アイコ

ンをクリックして[拡張]メニューを展開し、[ライセンス]を選択します。 

 

 

(9) ライセンス確認エントリ 

25 桁のライセンスキーを登録します。コピー  アンド ペーストによる入力も可能です。入力完了後、[追加]をクリックし

ます。 

 



 

(10) ライセンスの確認 

登録した[コンポーネント名を確認し、[OK]をクリックします。以上でインストール、およびライセンスの登録は完了です。 

※ コンポーネント名とライセンス数は、購入した製品により下図とは異なります。 

 

 

(11) UPDATEの適用 

D2D の更新パッチを適用するには 2 種類の方法があります。従来のように手動でサポート ページからダウンロードし

適用する方法と、D2D の[更新]機能を利用して適用する方法です。D2D の[更新]機能を利用するには D2D がインス

トールされているサーバが直接インターネットに接続されている必要があります。 

<手動による更新パッチのダウンロードと適用> 

※ ここでは、UPDATE1（RO61712）を例に説明します。導入時には最新の UPDATE を適用してください。 

最新の UPDATE パッチには以前のパッチ内容がすべて含まれるため、以前の UPDATE を適用することなく 1 回の操

作で D2D を最新の状態にすることができます。 

http://www.arcserve.com/jp/lpg/jpsupport/down/d2d165win.aspx 

① 上記 URL のサポートページにアクセスし、赤枠部分「リリースノート」をクリックします。 

 

  



 

②  リリース ノートが表示されるので「6.2 インストールの手順」をクリックします。 

 

③ 下記赤枠部分をクリックし、UPDATE1(RO61712)をダウンロードします。 

 

 

④ UPDATE1（RO61712）ダウンロード方法の選択画面が表示されます。 

a)  [Click to download your file now] をクリックした場合 

ブラウザ アドインにダウンロード マネージャが追加され、ダウンロード マネージャによって UPDATE1がダウン

ロードされます。ダウンロード マネージャを利用することで、ダウンロード中にネットワークが切断された場合で

もレジューム機能によりダウンロードを継続させることが可能です。 

b) [click here]をクリックした場合 

ダウンロード マネージャをブラウザ アドインに追加せずに直接ファイルをダウンロードします。 

ここでは a)のダウンロード マネージャを利用したダウンロードを説明します。 



 

 

 

⑤ ブラウザを自動的に終了させるダイアログが表示されるので、④の画面を閉じる場合は[はい]をクリックします。 

 

 

⑥ UPDATE1（RO61712）を保存するフォルダを指定します。 

⑦ ダウンロードマネージャによる UPDATE1（RO61712）のダウンロードが開始されます。[Progress]が 100%に達すると

ダウンロードは完了です。[Exit]をクリックしダウンロードマネージャを終了します。 

 

 

⑧ UPDATE1（RO61712）の適用に伴い、自動的に D2D サービスが再起動されるため、D2D ホームページ画面を開

いている場合には適用中に D2D サービスへの接続が自動的に切断されます。UPDATE 適用前にはあらかじめ

D2D ホームページ画面を閉じておくことをお勧めします。 

  

a) 

b) 



 

⑨ UPDATE1（RO61712.exe）を D2D がインストールされているサーバ上で実行します。[ライセンス使用許諾]画面

が表示されるので、ライセンス内容を確認し最後までスクロール ダウンすると[使用許諾契約に同意する]への入

力が可能となります。ライセンス使用許諾契約に同意する場合は[使用許諾契約に同意する]を選択し、[次へ]

をクリックします。 

 

 

⑩  すべての修正が適用された後、完了画面が表示されます。[完了]をクリックし UPDATE の適用を終了させます。 

※ 適用直後は D2D サービスが再起動中の場合があります、タスク トレイの D2D アイコンが赤い場合には

D2D 画面を開くことができません。この場合は数秒まってから D2D 画面を開いてください。 

 



 

 

⑪ 再起動を求めるメッセージが表示されるので、[はい]をクリックし再起動を行います。 

 

 

⑫ 適用された UPDATE の確認や、現在適用されている UPDATE はバージョン情報画面から確認することができま

す。 

 

 

<D2D 更新機能による更新パッチの適用> 

① D2D がインターネットに接続されている環境では、新しい UPDATE が公開されると、D2D ホームページ上に新し

い UPDATE のリリースが通知されます。赤枠部分をクリックし、最新 UPDATE の適用を開始します。 

 

② 適用される UPDATE の情報が表示されます。下図の例では[バージョン]情報から UPDATE1 が適用されることが

解ります。記載内容や注意事項を読み、このまま UPDATE を適用する場合は[インストール]をクリックします。 

 



 

 

③ UPDATE の適用が完了すると、自動的に D2D サービスが再起動されるため、サービスとブラウザとの接続が切

断されます。 表示されたダイアログ ボックスにて[OK]をクリックすると、D2D ホームページへのログイン画面が再

度開きます。 

 

 
 


